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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 

















 移民たちが金を出し合って建設したこの教会には、約 100 のアデレード在住の移民家族が何らかの形でかかわりを
もつ。教会では洗礼やミサやコンミュニオンや告解などの重要な儀礼が行われるのみならず、日曜学校、バザー、勉
強会、料理の見習い、おしゃべりなど社交や教育の場が供され、さらには教会を母体にした戸外でのピクニックやキ
ャンプ、各家庭でのホームバーティなど幅広い活動が展開されていく。ただし、教会はボランティアによって成り立
っており、活動に熱心な人々がコプトとしての価値観や実践を同じコプト人に対して声高く主張することはない。教
会の外部に対しても同様で、オーストラリアでさらされる偏見も、エジプト本国で受ける弾圧についても、積極的に
語ることも声を上げることもしない。 
 それでいて彼らは、教会の諸活動をつうじて聖なる地エジプトを各自がイメージしつづける。ゲストによる講演に
涙し、聖書劇の自主上演に励み、聖家族のエジプト行を展示するプロジェクトには個々人が協力を惜しまない。こう
した活動をつうじて、彼らはファラオの系譜を引き、長い迫害に耐えて今日につながるキリスト教徒として「私たち」
でありつづける。彼らは明確な制度や強力な機関を創設することはなく、さらに相互のネットワークを強く張りめぐ
らすこともないが、「カテゴリー・イメージ」の喚起によって周囲の価値観との衝突をコプトにふさわしい形で回避
し、コプト人としてよりよい生活の実現に努めている。 
 このように、申請者はコプト移民についての世界最初の民族誌を、世界規模の人口移動、ホスト社会における関連
制度の不備、出身地にあった社会諸関係の不在という状況において「カテゴリー・イメージ」を鍵概念として斬新な
姿で提示している。博士学位の授与に十分に値する論文であると判断する。 
